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藩
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末
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上

夫

幕
末
の
越
前
藩
家
老
本
多
修
理
〔
文
化
十
二
年

(
一
八
一
五

)
t明
治
三
九
年
(
一
九

O
六
)
〕

が
幕
未
維
新
期
の
激
動
す
る
政
治
社
会
情
勢
を
越

前
藩
の
立
場
よ
り
丹
念
に
記
録
し
た
『
越
前
藩
幕

末
維
新
公
用
日
記
』
が
、
乙
の
ほ
ど
県
郷
土
誌
懇

談
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
元
福
井
市
立
郷
土
歴
史

博
物
館
長
谷
口
初
意
氏
〔
福
井
市
立
足
羽
二
が

足
か
け
十
年
が
か
り
で
解
読
・
校
訂
し
た
も
の
で

あ
る
。

原
本
は
、
修
理
が
元
治
元
年
(
一
八
六
回
)
八

月
第
一
次
長
州
征
伐
の
藩
総
奉
行
と
し
て
出
陣
す

る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
二
月

藩
政
改
革
に
よ
り
解
職
さ
れ
る
ま
で
、
四
年
七
ヶ

月
に
わ
た
っ
て
筆
録
し
た
日
記
で
、
か
れ
の
子
孫

本
多
操
氏
(
神
戸
市
在
住
)
宅
よ
り
発
見
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
薄
葉
横
騒
小
帖
五
冊
三
四
二
枚
に

わ
た
り
、
行
草
二
体
を
交
え
て
細
密
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。
実
は
去
る
三
十
八
年
本
多
家
の
子
孫
、

皆
川
深
氏
〔
星
金
属
株
式
会
社
代
表
取
締
役
・
大

阪
市
西
区
立
売
堀
北
通
三
〕
が
、
貴
重
な
史
料
的

価
値
に
着
目
し
て
そ
の
公
刊
を
発
願
し
、
当
時
福

井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
長
で
あ
っ
た
谷
口
氏
に

解
読
・
校
訂
を
依
頼
し
た
ζ

と
に
よ
る
。

修
理
は
幕
末
維
新
期
に
あ
っ
て
、
松
平
春
山
獄
の

重
臣
の
第
一
人
者
と
し
て
当
時
の
内
憂
外
患
の
緊

迫
し
た
情
勢
の
な
か
で
、
京
都
・
江
戸
・
福
井
を

舞
台
に
し
て
公
武
合
体
派
の
政
治
路
線
の
貫
徹
に

極
め
て
真
剣
な
働
き
を
し
た
だ
け
に
、
日
本
史
全

体
の
な
か
で
の
越
前
藩
の
動
向
を
理
解
す
る
う
え

で
、
甚
だ
重
要
な
史
料
と
思
考
さ
れ
る
。
ま
た
、

と
の
こ
と
は
単
な
る
藩
政
史
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ひ
ろ
く
国
政
史
料
と
し
て
の
十
分
な
貫
録
を
示
す

も
の
と
い
え
よ
う
。
次
に
、
各
冊
の
内
容
の
注
目

す
べ
き
と
ζ

ろ
を
若
干
指
摘
し
た
い
。

第
一
冊
・
第
二
冊
(
元
治
元
年
八
月
二
十
八
日

1
同
二
年
三
月
七
日
)
元
治
元
年
八
月
藩
主
茂
昭

が
朝
命
に
よ
っ
て
征
長
軍
副
総
督
と
し
て
第
一
次

長
州
征
伐
の
途
に
つ
く
と
こ
ろ
に
筆
を
お
こ
し
、

九
州
の
小
倉
に
出
陣
し
て
翌
二
年
三
月
帰
福
す
る

ま
で
の
終
始
で
あ
る
。
修
理
は
出
陣
総
奉
行
と
し

て
御
供
し
た
た
め
、
乙
の
両
冊
に
は
「
征
長
御
供

日
記
」
の
表
題
が
あ
る
。
越
前
藩
に
よ
る
関
連
史

料
と
し
て
『
征
長
出
陣
記
』
・
『
長
防
征
伐
略
記

』
・
『
長
州
征
伐
小
倉
陣
中
日
記
』
・
『
続
再
夢

紀
事
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
と
の
日
記
は
総

奉
行
の
手
記
で
あ
る
だ
け
に
、
藩
の
政
治
的
動
向

と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
陣
中
の
具
体
的
な
諸
事

情
を
う
か
が
う
う
え
で
珍
重
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
尾
張
藩
(
総
督
)
・
肥
後
藩
な
ど
か

ら
の
諸
情
報
も
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
西
郷
吉
之
助
(
隆
盛
)
・
吉
井
幸
助
来
訪
の
記

述
も
あ
る
の
で
、
薩
摩
藩
側
の
調
停
工
作
の
内
容

も
知
ら
れ
て
甚
だ
興
味
深
い
。

第
三
冊
(
慶
応
元
年
十
月
朔
B

J
同
三
年
六
月

十
四
日
)
第
一
次
長
州
征
伐
後
か
ら
大
政
奉
還
前
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に
至
る
ま
で
の
時
期
で
、
と
く
に
春
獄
の
多
難
な

動
静
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
長
州

征
伐
の
実
施
と
失
敗
、
将
軍
家
茂
の
急
死
、
慶
喜

の
将
軍
就
任
、
薩
長
倒
幕
派
勢
力
の
急
速
な
伸
張

と
い
う
一
連
の
事
件
で
、
い
よ
い
よ
幕
府
が
一
路

倒
壊
に
向
っ
て
大
き
く
推
転
す
る
政
局
の
動
き
が

克
明
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

第
二
次
長
州
征
伐
に
対
し
て
、
越
前
藩
で
は
真

向
か
ら
反
対
意
見
を
表
明
し
た
が
、
こ
の
さ
い
薩

摩
藩
も
出
兵
を
拒
否
し
、
慶
応
元
年
九
月
二
十
七

日
間
藩
の
大
久
保
利
通
が
わ
ざ
わ
ざ
来
福
し
て
、

事
態
収
拾
の
た
め
の
春
獄
の
上
京
を
促
し
た
。
そ

乙
で
春
獄
は
‘
薩
摩
藩
の
積
極
的
な
申
し
出
に
共

鳴
し
て
‘
早
速
十
月
一
日
福
井
を
出
発
し
た
。
そ

し
て
、
今
庄
ま
で
来
た
さ
い
、
在
京
の
毛
受
鹿
之

介
が
急
帰
し
て
京
都
の
情
勢
を
報
告
し
た
と
乙
ろ

「
申
山
山
候
て
も
そ
の
甲
斐
な
く
、
又
外
国
の
儀

に
付
て
は
、
兼
て
持
論
も
申
上
置
候
事
に
て
、
今

更
申
上
候
様
も
と
れ
な
く
、
左
候
へ
ば
罷
山
山
て
も

益
な
く
、
且
嫌
疑
も
相
益
儀
に
付
(
後
略
)
」
(

二
二
四
ペ
ー
ジ
)
と
の
情
勢
判
断
か
ら
、
上
京
を

と
り
や
め
福
井
に
引
返
し
た
の
で
あ
る
。
日
記

は
、
乙
の
事
情
を
述
べ
た
あ
と
に
、
各
方
面
の
諸

上

書
評
・
越
前
藩
幕
末
維
新
公
用
日
記

情
報
を
詳
さ
に
収
録
し
て
い
る
が
、
乙
れ
ら
か
ら

総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
反
幕
勢
力
を
結
集
し
よ

う
と
す
る
薩
摩
藩
の
動
静
に
対
し
て
、
春
獄
は
甚

だ
警
戒
的
な
態
度
を
と
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

薩
摩
藩
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
文
久
三
年
の
越
前

藩
の
挙
藩
上
洛
計
画
の
さ
い
、
薩
摩
藩
が
同
調
を

求
め
ら
れ
た
の
に
は
応
ぜ
ず
に
、
そ
の
後
間
も
な

く
会
津
藩
と
結
ん
で
「
八
月
十
八
日
の
政
変
」
を

強
行
し
た
い
き
さ
つ
が
あ
り
、
越
前
落
と
し
て
従

来
の
薩
摩
藩
の
と
か
く
策
謀
的
な
仕
打
に
対
し
て

は
、
極
め
て
批
判
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

も
の
と
み
て
よ
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
記
録
を

詳
さ
に
検
考
す
る
こ
と
に
よ
り
、
越
前
藩
と
薩
摩

藩
と
の
間
の
微
妙
な
政
治
的
駆
引
が
う
か
が
わ
れ

て
誠
に
感
銘
深
い
も
の
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
慶
応
二
年
六
月
か
ら
同
年
十
月
一
日

ま
で
春
獄
の
滞
京
約
三
ヶ
月
閣
の
記
録
で
は
、
将

軍
家
茂
の
急
死
と
い
う
事
態
か
ら
、
そ
の
後
継
問

題
が
そ
上
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
さ
い
の
偽
ら
な
い

種
々
の
内
情
を
伝
え
て
い
る
。
と
く
に
、
修
理
と

青
山
小
三
郎
と
が
七
月
二
日
と
同
二
十
五
日
の
二

回
勝
安
房
を
訪
れ
た
と
と
は
、
『
海
舟
日
記
』
も

伝
え
る
が
、
本
書
に
は
勝
の
率
直
な
意
見
が
詳
し

く
記
載
さ
れ
て
い
て
興
味
深
か
い
。
ま
た
、
伊
藤

友
四
郎
や
毛
受
鹿
之
介
ら
が
板
倉
閣
老
、
二
条
関

白
ら
の
要
人
に
情
報
探
索
の
た
め
赴
い
た
結
果
も

収
録
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
朝
幕
閣
の
緊
迫
し
た

情
勢
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
と
の

事
情
は
『
続
再
夢
紀
事
』
で
も
う
か
が
わ
れ
る

が
、
本
書
の
方
が
直
接
の
生
々
し
い
記
録
で
あ
る

だ
け
に
、
史
料
的
価
値
は
一
段
と
高
い
も
の
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
い
で
翌
三
年
春
に
は
、
四
侯
会
議
が
中
心
課

題
と
な
る
。
そ
の
一
応
の
経
過
は
『
続
再
夢
紀

事
』
が
伝
え
る
が
、
乙
の
日
記
は
春
獄
は
じ
め
随

行
の
修
浬
・
中
根
雪
江
・
酒
井
十
之
丞
・
毛
受
鹿

之
介
ら
重
臣
の
真
剣
な
政
治
工
作
が
丹
念
に
記
録

し
て
あ
る
点
で
大
い
に
注
目
に
値
す
る
。

第
四
冊
(
慶
応
三
年
六
月
十
五
日

I
同
四
年
正

月
九
日
)
前
冊
に
引
続
い
て
大
政
奉
還
、
王
政
復

古
か
ら
鳥
羽
伏
見
の
戦
の
激
発
に
至
る
幕
府
倒
壊

の
大
変
革
期
に
当
る
が
、
春
獄
を
先
頭
に
押
し
立

て
る
越
前
藩
が
、
倒
幕
派
と
公
議
派
の
二
大
勢
力

の
聞
に
入
っ
て
、
そ
の
激
突
調
停
の
た
め
の
懸
命

な
活
動
を
す
す
め
た
ζ

と
に
視
点
が
す
え
ら
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
聞
の
詳
細
な
記
述
は
『
丁
卯
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上

書
評
・
越
前
藩
幕
末
維
新
公
用
日
記

日
記
』
に
み
ら
れ
る
の
で
、
本
書
は
そ
の
補
完
的

な
意
義
を
持
つ
も
の
と
し
て
評
価
し
た
い
。

第
五
冊
(
慶
応
四
年
正
月
十
日

I
明
治
二
年
二

月
六
日
)
と
の
時
期
は
、
修
理
に
と
っ
て
は
最
後

の
公
職
活
動
で
あ
っ
た
。
幕
府
側
が
薩
長
倒
幕
派

の
策
略
で
鳥
羽
伏
見
の
戦
に
追
い
や
ら
れ
、
慶
喜

が
朝
敵
の
汚
名
を
蒙
る
と
、
春
山
獄
は
新
政
府
側
の

要
職
(
議
定
)
に
あ
り
な
が
ら
、
親
藩
家
門
と
し

て
の
責
任
上
、
徳
川
家
救
済
を
中
心
と
す
る
事
態

の
収
拾
に
積
極
的
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ

の
こ
と
は
大
局
的
に
み
て
、
園
内
分
裂
を
避
け
国

論
を
統
一
す
る
た
め
に
も
極
め
て
重
要
な
課
題
で

も
あ
っ
た
。
修
理
は
、
二
月
主
命
で
伊
藤
友
四
郎

を
副
伎
と
し
て
、
旧
幕
府
側
の
要
人
大
久
保
一
翁

あ
て
の
春
獄
親
書
を
た
ず
さ
え
て
江
戸
に
赴
く

が
、
大
久
保
や
勝
安
一
房
と
の
折
衝
の
模
様
な
ど
も

詳
し
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
本
書
と
『
戊
辰
日
記
』
と
を
併
せ
て

検
討
し
た
場
合
、

ζ

の
よ
う
な
越
前
藩
の
懸
命
な

努
力
が
結
局
の
と
と
ろ
、
朝
廷
側
か
ら
も
ま
た
旧

幕
府
側
か
ら
も
疑
心
暗
鬼
の
不
評
を
招
く
こ
と
と

も
な
り
、
そ
の
閣
の
春
獄
ら
の
筆
舌
に
尽
く
し
が

た
い
苦
境
の
ほ
ど
が
ひ
し
ひ
し
と
う
か
が
わ
れ
、

薩
長
勢
力
を
中
心
と
す
る
維
新
政
権
の
成
立
過
程

に
お
い
て
、
越
前
藩
に
の
し
か
か
る
厳
し
い
諸
情

勢
が
一
段
と
あ
ま
や
か
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
点

で
大
い
に
着
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
が
内
容
の
特
筆
す
べ
き
点
の
概
要
だ
が
、

と
く
に
本
書
の
史
料
的
意
義
は
、
こ
れ
に
関
連
し

た
越
前
審
士
に
よ
る
手
記
『
続
再
夢
紀
事
』
(
村

田
氏
寿
)
『
丁
卯
日
記
』
(
中
根
雪
江
)
『
戊
長

日
記
』
(
同
)
『
征
長
出
陣
記
』
な
ど
の
諸
史
料

の
足
ら
な
い
と
こ
ろ
を
補
完
し
た
り
、
さ
ら
に
既

刊
の
そ
の
他
幕
末
維
新
史
料
に
は
容
易
に
認
め
難

い
政
局
の
裏
面
史
的
な
側
面
が
探
索
で
き
る
う
え

で
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。

解
題
は
、
歴
史
学
者
大
久
保
利
謙
氏
(
前
立
教

大
学
教
授
)
に
よ
る
も
の
で
、
ま
ず
「
幕
末
の
越

前
藩
」
と
題
し
て
、
越
前
藩
が
雄
藩
と
し
て
活
躍

し
た
動
向
を
明
快
に
記
載
し
、
さ
ら
に
「
筆
者
本

多
修
理
と
関
連
史
料
」
に
触
れ
、
つ
い
で
各
冊
に

つ
い
て
の
詳
し
い
論
述
を
行
な
っ
て
史
料
的
価
値

を
明
ら
か
に
し
た
乙
と
は
、
本
書
を
し
て
ま
す
ま

す
精
彩
を
放
た
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

谷
口
氏
が
解
読
・
校
訂
後
の
感
想
と
し
て
、

「
つ
ぶ
さ
に
、
あ
の
幕
末
維
新
当
時
の
息
づ
ま
る

よ
う
な
胎
動
を
し
み
じ
み
肌
で
感
じ
た
」
(
「
あ

と
が
き
」
)
と
述
懐
し
て
い
る
が
、
本
書
一
を
精
読

す
れ
ば
誰
し
も
谷
口
氏
の
精
力
的
な
優
れ
た
業
績

に
対
し
て
い
た
く
敬
服
す
る
と
と
も
に
、
当
時
の

わ
が
国
の
内
憂
外
患
の
危
機
的
な
情
勢
の
な
か

で
、
め
ざ
す
新
し
い
統
一
国
家
創
出
の
た
め
、
春

山
獄
を
先
頭
に
押
し
立
て
た
越
前
藩
が
如
何
に
苦
悩

し
、
真
剣
に
努
力
し
た
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『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




